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COVID-19 国内新規感染者と東⼤の動き
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NIIシンポジウム (5/1) 東⼤VRセンター「VRのすゝめ」

8
⻘⼭，伊藤，⾬宮，相澤 (2020) “VRのすゝめ -VR講義はもう⼿間じゃない”
https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200501-12_Aoyama.pdf

https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200501-12_Aoyama.pdf
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VR会議
IEEE VR
(Hubs, zoom)
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VR空間の得意そうなところ (zoom型だと苦⼿なところ)

ポスター発表
（主役は発表者と複数の聴講者）

https://careergarden.jp/kenchikumokeishi/wp-
content/blogs.dir/386/files/ca054fea15df4ce5558a0a759df6e90a.jpg

モノや場を共有した議論（主役はモノ）

キャンパスライフ的な社交の場



Afterコロナ/ withコロナ時代の⼤学教育
令和2年6月24日

参考︓https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200731-03_Hattori.pdf

https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200731-03_Hattori.pdf


VR空間での講義︖
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「それって
Zoomでいいんじゃない︖」

「スライドをVR空間に出したら
⽼眼で⾒えないよ」

→ VR空間のスライドは必ず画⾯サイズ以下になる



VR講義でしかできないこと
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＝リアルではできないこと
リアルを越える効果があるもの

• 必ずしもVR空間である必要はない

最終講義延期

• 擬似体験
• ⼀⼈称視点での体験

• 授業の質の向上
→講演者の⾒かけの変更
1. 受講側にとって嬉しい
2. 講師側への⾃信



消防⼠の消⽕訓練・危険判断の訓練
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000025721.html

• 知識や経験を積んだベテラン消防隊員
が減少し、経験の浅い若年層の消防隊
員の割合が急速に増加

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000025721.html


講義の流れ

受講⽣

講師 (⾬宮)

⼩柳

⻘⼭

伊藤



Mozilla Hubsのコンテンツ
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サービスVRトレーナ
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• フライトシミュレータや⼿術シミュレータに次ぐ応⽤分野
• 窓⼝接客業務の対応訓練



サービスVRトレーナ
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顧客の怒り

訓練⽣ 訓練⽣のアバタ



VRChatのコンテンツ
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受講⽣からのFeedback・教訓

26

• 授業は概ね⼤好評
• 「オンライン授業を逆⼿に取ってここまでやってくれて

ありがとうございます」
• 「毎週⽊曜2限が楽しみでした」
• ただし，記名式のアンケートなので本⾳かは議論が残る

• 全員がゲーミングPCを持っているわけではない
• 「お⼿軽VR体験」もコンテンツによってはPCを選ぶ

• 受講⽣の環境は多種多様
• Win/Mac/Linux, iOS
• 通信環境(パケ死問題)，国内/国外



さいごに
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• VR実験的授業の実施のために
ご協⼒・ご尽⼒いただいた皆様，
受講⽣のみなさま
どうもありがとうございました．



今後の課題
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• オンライン化で得た知⾒をどう次に活かすか

• Zoomの不満をウェブVRが解決できるか

• ⾮VRコミュニティがVRを使えるか

• オンラインとオフラインが混合する講義の不安
• 対⾯に戻りたい勢⼒・ハイブリッド問題

⽂部科学省データ https://www.youtube.com/watch?v=fIubfdtaTyg

https://www.youtube.com/watch?v=fIubfdtaTyg


気づいた点(1)
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• オンライン講義は教員よりも学⽣のほうが好意的
• ⼤規模の授業はオンラインで良い

• https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200605-5_Uehara.pdf

N=117
(回収率32%)

N=377
(回収率8%)

https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200605-5_Uehara.pdf


気づいた点(2)

31

• ネガティブな⾯
• 授業の準備に多⼤の労⼒を要する

• PCやネットワークのトラブルが⽣じる可能性

• フィードバックがないと虚しい・寂しい

• 「VRChatが動きません」などへの対応

• ソーシャルVRの⼊場数制限
• 全員で参加できるようにするにはサーバを増

強する必要がある(AWSなど)




